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１．HPSC の特徴   

ハイパフォーマンススポーツセンター（以下「HPSC」という。）においては、利⽤団体（アスリート等）
の利⽤に当たっては、厳格な要件を満たすことを条件とするとともに、⼀般的なスポーツジムや運動教室
等と違い、極めて広⼤な屋内スペースの中で、限定されたトップアスリートのみが利⽤することに特徴が
ある。さらに、HPSC スポーツメディカルセンター内にスポーツクリニックを有しており、適宜、医師が
対応できる体制が整備されている。 

２．HPSC の利⽤に関する個別の取組 

トップアスリートの活動拠点である HPSC の施設利⽤に当たっては、以下の段階を経て、利⽤が認めら
れる。 

 
① 統括団体である⽇本オリンピック委員会（以下「JOC」という。）及び⽇本パラリンピック委員会

（以下「JPC」という。）が各中央競技団体（以下「NF」という。）に対して独⾃の『競技特性に
応じた具体的な感染防⽌対策』を踏まえたガイドライン、並びに『HPSC 利⽤に当たっての新型
コロナウイルス感染症対応⽅針』の作成を課しており、各 NF が作成する。 

② HPSC を利⽤する NF 及び特定の個⼈は、上記に基づき各 NF が作成したガイドラインを遵守す
ること。 

③ HPSC は、以下の 1)から 3)について問題ない者を受け⼊れる。 
1) 施設利⽤の直前に、体温が 37.5℃（平熱が⾼い⼈は、平熱＋0.5 度）未満かつ倦怠感、咳、咽

頭痛などの症状がない。 
※施設利⽤前に上位に⽰す症状があった場合、症状が出現した⽇の翌⽇を１⽇⽬として 10 ⽇

間経過後かつ症状が最後に認められた⽇の翌⽇から 3 ⽇間経過した次の⽇から利⽤再開と
する。ただし、新型コロナウイルス感染症（以下「COVID-19」という。）が否定された場合
はこの限りではない。 

2) 施設利⽤の直前 14 ⽇間で周囲の者に発熱、感冒様症状などがない。 
3) ⽇々の体調及び⾏動を記録する。 

※使⽤可能なアスリートは、健康管理アプリ「AthletesPort（アスポ）」を活⽤する。 
④ さらに、HPSC ⼊館時は⾮接触体温計によるチェックを⾏う。その中で異変等があった場合は⼊

館をお断りするとともに、必要に応じて速やかに HPSC スポーツメディカルセンター⼜は外部医
療機関を受診させるものとする。 

⑤ HPSC の利⽤に当たり、COVID-19 の検査体制については、別紙 1 に⽰すとおりとする。詳しく
は、『HPSC 利⽤時検査マニュアル』を参照のこと。 

 
また、施設利⽤中に発熱や体調不良が⽣じた場合は、速やかに HPSC スポーツメディカルセンター⼜は

外部医療機関を受診させるとともに、必要に応じて該当者の隔離、退館⼜は合宿を⼀時中断あるいは中⽌
させるものとする。 
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３．全般的な事項 

 感染防⽌のため施設管理者⾃ら実施すべき事項や利⽤者が遵守すべき事項を予め整理し、注意喚
起ポスターやチェックリスト化したものを施設内の適切な場所（管理事務所や各施設の⼊⼝等）に
掲⽰する。 

 各事項が遵守されているか施設内を定期的に巡回・確認する。 

 法令を遵守した空調設備による常時換気⼜はこまめな換気（1 時間に 2 回以上、かつ、1 回に 5 分
間以上）を⾏う。乾燥する場⾯では、湿度 40%以上を⽬安に加湿する。 

 パラアスリート利⽤者の特性にも配慮する。 

 万が⼀感染が発⽣した場合に備え、個⼈情報の取扱いに⼗分注意しながら、利⽤当⽇に利⽤者から
提出を求めた書⾯について、保存期間（少なくとも１⽉以上）を定めて保存しておく。 

 利⽤後に利⽤者から COVID-19 を発症したとの報告があった場合や、地域の⽣活圏において感染
拡⼤の可能性が報告された場合の対応⽅針について、施設の⽴地する⾃治体の衛⽣部局とあらか
じめ検討しておく。 

 他国のスポーツ施設との連携により、COVID-19 対策に関する情報交換を⾏い、必要に応じて新た
な対策をとる。 

 事前に JOC ⼜は JPC の許可を受けた者のみを受け⼊れる。 

 利⽤資格のない者の⼊館はお断りする。 

 利⽤者が以下の事項に該当する場合は、⼊館をお断りすることがある。 
- 体調がよくない場合（例：発熱・咳・咽頭痛などの症状がある場合）。 
- 同居家族や⾝近な知⼈に感染が疑われる⽅がいる場合。 
- 海外から帰国・⼊国後８⽇⽬より前に HPSC を利⽤する場合等（詳細については、別紙 2−１、2

−２参照）。 
 利⽤者に対しマスクの着⽤を奨励する（トレーニング時や⾷事等を除き、原則としてマスクを着⽤

すること。）。 

 施設内には、各所に⼿指消毒液（70％以上のアルコール）を設置する。 

 発熱や軽度であっても咳・咽頭痛などの症状がある⼈は⼊館をお断りする。（⼊⼝に設置している
⾮接触体温計による体温の確認を実施） 

 ⼈と⼈が対⾯する場所は、アクリル板、透明ビニールカーテンなどで遮蔽する。 

 利⽤者が距離をおいて並べるように⽬印の設置等を⾏う。 

 インターネットやスマートフォンを使った電⼦的な受付の⼀層の普及を図り、受付場所での書⾯
の記⼊や現⾦の授受等をなるべく避けるようにする。 

 利⽤者が密集せずスムーズに移動ができるよう、施設内の動線を確保する。 

 利⽤者が密な状態になるおそれがある場合は、⼊場制限を⾏う。 

 アスリート以外の利⽤者から以下の事項を記載した書⾯の提出を求める（施設利⽤前に下記に⽰
す症状があった場合、原則として、症状が出現した⽇の翌⽇を 1 ⽇⽬として 10 ⽇間経過後かつ症
状が最後に認められた⽇の翌⽇から 3 ⽇間経過した次の⽇から利⽤再開とする。）。 

- ⽒名、年齢、住所、連絡先（電話番号）※個⼈情報の取扱いに⼗分注意する 
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- 利⽤当⽇の体温 
 平熱を超える発熱 
 咳、咽頭痛など⾵邪の症状 
 だるさ（倦怠（けんたい）感）、息苦しさ（呼吸困難） 
 嗅覚や味覚の異常 
 体が重く感じる、疲れやすい等 
 COVID-19 陽性と判定された者 
 COVID-19 陽性と判定された者との濃厚接触がある場合 
 同居家族や⾝近な知⼈に感染が疑われる⽅がいる場合 

 施設利⽤前後のミーティング等においても、三つの密（密閉、密集、密接）を避ける。 

 施設利⽤者の中で体調不良者が発⽣した場合は、直ちに所属する NF のドクターに相談するととも
に、必要に応じて HPSC スポーツメディカルセンター⼜は外部医療機関を受診させ、必要に応じ
て該当者の隔離、退館⼜は合宿を⼀時中断あるいは中⽌させるものとする。 

 スタッフは、出勤前の体調チェック・⾏動記録を徹底する。また、以下の事項に該当する者は、出
勤をさせない。 

 平熱を超える発熱 
 咳、咽頭痛みなど⾵邪の症状 
 だるさ（倦怠（けんたい）感）、息苦しさ（呼吸困難） 
 味覚や嗅覚の異常 
 体が重く感じる、疲れやすい等の症状 
 濃厚接触者に認定された場合 
 同居家族や⾝近な知⼈に感染が疑われる⽅がいる場合 

 スタッフは、感染リスクが⾼まる「5 つの場⾯」、「新しい⽣活様式」等を活⽤し、感染予防対策の
周知徹底を図る。 

 スタッフは、休憩時も含めマスクを適切に着⽤し、こまめな⼿洗い、アルコール等による⼿指消毒
を徹底する。 

 利⽤者と対⾯する際は、マスク着⽤の上、⼗分な距離の確保・換気を徹底する。 

 スタッフの⾐類・制服については、こまめに洗濯を⾏う。 

 スタッフ同⼠の⼤声、不要な会話は避ける。 

 スタッフの更⾐室や休憩室等はこまめに換気・消毒を⾏う。また、広さにはゆとりを持たせ、⼊室
制限をする等、他のスタッフと密になることを避ける。 

 スタッフは、業務に⽀障がない範囲で、テレワーク等遠隔業務やオンライン会議等を実施する。 

  



HPSC における新型コロナウイルス感染症に関する感染防⽌策 
2023 年 1 ⽉ 20 ⽇ 更新版 

4 

４．施設内管理事項 

 ⼿洗い場所 
 ⼿洗い場には⽯鹸（ポンプ型が望ましい）を⽤意する。 

 「⼿洗いは 30 秒以上」等の掲⽰をする。 

 ⼿洗い後に⼿を拭くためのペーパータオル（使い捨て）を必要に応じて⽤意する（利⽤者にマイタ
オルの持参を求めても良い。共⽤のタオルや⼿指を乾燥させる設備については使⽤しないようにす
る。）。 

 ⼿洗いが難しい場合は、アルコール等の⼿指消毒液を⽤意する。 

 更⾐室（シャワー室を含む）、休憩スペース 
 広さにはゆとりを持たせ、他の利⽤者と密になることを避ける（障がい者の介助を⾏う場合を除く）。

また、対⾯での飲⾷・会話は避ける。 

 ゆとりを持たせることが難しい場合は、⼀度に⼊室する利⽤者の数を制限する等の措置を講じる。 

 室内⼜はスペース内で複数の利⽤者が触れると考えられる場所（ドアノブ、ロッカーの取⼿、テー
ブル、イス等）については、こまめに消毒する。 

 換気設備を適切に運転する。 

 スタッフが使⽤する際は、⼊退室の前後に⼿洗いまたはアルコール等による⼿指消毒をする。 

 洗⾯所（トイレ） 
 トイレ内の複数の利⽤者が触れると考えられる場所（ドアノブ、⽔洗トイレのレバー等）について

は、こまめに消毒する。 

 トイレの蓋を閉めて汚物を流すよう表⽰する。 

 ⼿洗い場には⽯鹸（ポンプ型が望ましい）を⽤意する。 

 「⼿洗いは 30 秒以上」等の掲⽰をする。 

 ⼿洗い後に⼿を拭くためのペーパータオル（使い捨て）を⽤意する（利⽤者にマイタオルの持参を
求めても良い。共⽤の布タオルや⼿指を乾燥させる設備については使⽤しないようにする。）。 

 スポーツ⽤具の管理 
 利⽤者にスポーツ⽤具を持参してもらうよう周知する。 

 やむを得ず共⽤するスポーツ⽤具については、⼿が頻繁に触れる箇所を⼯夫して最低限にした上で、
こまめに消毒する。 

 スポーツ⽤具の貸出を⾏う場合は、貸出を⾏った利⽤者を特定できる⼯夫をする。 

 貸出前後に消毒する。 

 運動・スポーツを⾏う施設の環境 
 換気設備を適切に運転する。定期的に窓を開け外気を取り⼊れる等の換気（1 時間に 2 回以上、か

つ、5 分間以上）を⾏う。 

 ⼆酸化炭素濃度測定器を設置する。 

 体育館の床をこまめに清掃する。 
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 プールの⽔質基準を適切に管理するなど、関係法令等に従う。 

 体育館等の施設においても、密な状態とならないようにする。 

 利⽤者のために BGM を流す施設については、⼤声での会話を誘発しないよう、BGM が⼤⾳量とな
らないように留意する。 

 施設の⼊⼝ 
 施設の⼊⼝のほか、各所にアルコール等の⼿指消毒液を設置する。 

 施設利⽤時の利⽤者が遵守すべき事項のチェックリストを掲⽰する。 

 ゴミの廃棄 
 ⿐⽔、唾液などが付いたゴミは、ビニール袋に⼊れて密閉して縛り、ゴミを回収する者は、マスク

や⼿袋を着⽤する。 

 マスクや⼿袋を脱いだ後は、必ず⽯鹸と流⽔で⼿を洗い、アルコール等による⼿指消毒をする。 

 清掃・消毒 
 市販されている界⾯活性剤含有の洗浄剤や漂⽩剤を⽤いて清掃する。 

 通常の清掃後に、不特定多数が触れる環境表⾯を、始業前、終業後に清拭消毒する。 

 ⾷堂 
 ⼊⼝にアルコール等の⼿指消毒液を設置する。 

 定期的に窓を開け外気を取り⼊れる等の換気（1 時間に 2 回以上、かつ、5 分間以上）を⾏う。 

 ⾷堂内の複数の利⽤者が触れると考えられる場所（ドアノブ、券売機等）については、こまめに消
毒する。 

 利⽤者の⼊替時や繁忙時間帯前後等に定期的にテーブル、イス等を拭き取り消毒をする。 

 卓上には原則として調味料・冷⽔ポット等を置かないようにする。 

 接客時等はマスクを着⽤する。また、提供カウンターにビニールカーテン等を設置する。 

 テーブル席は通常時の半分まで間引きし、テーブル間には衝⽴を設置する。 

 ビュッフェスタイルは⾏わず、スタッフによる⾷事の取り分けにより、料理を提供する。 

 スプーン、箸などの⾷器の共有、使い回しは避けるよう、掲⽰などにより注意喚起する。 

 ドリンクバーは、利⽤者の⾶沫がかからないようにドリンクを保護する。 

 トング等は頻繁に消毒もしくは交換するか、または⼿袋の着⽤を促す。 

 提供時に順番待ちができるような場合は、床に貼った間隔を⽰す位置に誘導する。 

 備え付けの TV や BGM については、⼤声での会話を誘発しないよう、⾳量を上げすぎないよう留意
する。 

 宿泊室 
 ⼊⼝にアルコール等の⼿指消毒液を設置する。 

 フロントデスクに衝⽴を設置する。 

 接客時は、マスクを着⽤する。 
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 ツインルームは、シングルユースとする（介助等の場合を除く）。 

 セキュリティカードは、返却時に拭き取り消毒を⾏う。 

 ⼤浴場の利⽤は、専⽤のセキュリティカードによる利⽤制限を⾏う。 

 団体利⽤の場合は、代表者がチェックイン・チェックアウトの⼿続きを⾏うよう促す。 

 ⾶沫防⽌対策⾞両の配備 
 HPSC 利⽤時に体調不良となった者等を搬送するための、⾶沫防⽌対策を施した⾞両を配備する。 

 当該⾞両の利⽤⽅法については、別に定める。 
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５．HPSC 利⽤時の遵守事項 

 本対策、並びに各 NF において作成したガイドラインを遵守する。 

 マスクを持参し、原則として HPSC 館内ではマスクを着⽤する。 

 こまめな⼿洗い、アルコール等による⼿指消毒を実施する。 

 施設内の動線をあらかじめ確認・把握し、不要な移動は避ける。 

 他の利⽤者、施設管理者等との距離（できるだけ 2m 以上）を確保すると共に、三つの密（密閉、密
集、密接）を避ける。（障がい者の誘導や介助を⾏う場合を除く） 

 利⽤する空間等の換気状況を意識し、窓が設置されている空間であればこまめな換気（1 時間に 2 回
以上、かつ、5 分間以上）を⼼がける。 

 使⽤する器具や什器などは、１⽇の使⽤開始前には必ず消毒する。また、利⽤者間で共有する必要
のある器具等は、利⽤前後に消毒を実施する。 

 利⽤中に⼤きな声で会話や応援等をしない。 

 トイレを利⽤する際には、蓋を閉めて汚物を流すようにする。また、利⽤後は⼿洗いを徹底し、持
参したタオルか備え付けのペーパータオル（使い捨て）を利⽤し、タオルの共⽤は⾏わない。 

 ⿐⽔、唾液などが付着したゴミ、マスクなどは、ビニール袋に⼊れて密閉して縛り、ゴミ箱に廃棄
する。 

 更⾐室、シャワー等は可能な限り使⽤しない。使⽤する場合は、利⽤時間を調整するなど、⼀度に
⼤勢で使⽤しない。 

 HPSC の利⽤に当たっては、可能な限り公共交通機関を利⽤しない。また、HPSC において合宿を
⾏っている場合は、⽣活必需品等の購⼊等を除き、原則として外出を避ける。特に、繁華街や飲⾷
店など、密になる場所へは⾏かない。 

 トレーニング時の感染症対策として、以下の点に留意する。 

- マスクの着⽤が可能なトレーニング内容である場合は、極⼒マスクを着⽤する。 
- トレーニングの合間に補給する飲⾷物は、⾃分専⽤の物をあらかじめ準備する。 
- 飲⾷物を⼿にする前に、⼿洗い、⼿指消毒を⾏うよう声を掛ける。 
- ⼀旦開封して⼝を付けた飲料等は、共⽤のクーラーボックスへは戻さず、個⼈で保管する。 
- タオル、トレーニングで使⽤する⾐類などは⾃分専⽤の物を準備し、他の⼈と共⽤しない。 
- 飲⾷物を取り扱うスタッフにはマスクを着⽤させる。 
- 濃厚接触に該当すると考えられるトレーニング等については、可能な限り対応者をグループ化するな

ど接触する者を限定する。 
 ⾷堂を利⽤する際は、以下に配慮して適切に⾏う。 

- ⾷堂⼊店時は⼿洗いを実施し、その後⼿指消毒液にて消毒を実施する。 
- ⾷堂⼊店時は、バッグの持ち込みを禁⽌とするが、障がい等により⽇常⽣活動作を補う⽤具等の携帯

が⽋かせない場合にはこの限りではない。また、原則として、スマートフォン、タブレット端末、ノ
ート PC の使⽤は禁⽌とする。ただし、栄養管理⽬的でスマートフォン等を利⽤する場合は、⾷堂ス
タッフに申し出て許可を得ること。 

- ⾷堂利⽤時は着席するまでマスクを着⽤し、下膳時もマスクを着⽤する。 



HPSC における新型コロナウイルス感染症に関する感染防⽌策 
2023 年 1 ⽉ 20 ⽇ 更新版 

8 

- ⻑時間の利⽤を避け、マスク着⽤時以外の会話は控える。会話する場合は、マスクを必ず着⽤し、必
要最低限とすること。 

- マスクを未着⽤で会話等を⾏っている場合、該当者に対し⾷堂営業者等から注意を⾏い、注意に従わ
ない場合は、退室させる場合がある。 
 宿泊室を利⽤する際、館内の移動は必要最低限とし、宿泊室間の移動や往来は原則⾏わないこと。 
 利⽤終了後３⽇間以内に COVID-19 の感染が判明した場合は、HPSC 感染症対策窓⼝に対して速や

かに濃厚接触者の有無等について報告する。 

 HPSC 内で COVID-19 の陽性者が施設を利⽤した場合の、施設再開基準等は以下のとおりとする。 

- 陽性者の⾏動範囲に応じて休⽌する範囲を決定する。 

- 休⽌した施設については、陽性者の最終利⽤時から７２時間は利⽤しない。 

- 陽性者の最終利⽤時から７２時間以前に施設の利⽤を再開する場合は、陽性者の⾏動範囲・接触範囲
を、アルコール等を⽤いて拭き取り消毒が⾏われていることを前提とする。 

 感染防⽌のために施設管理者が定めたその他の措置を遵守し、施設管理者の指⽰に従う。 
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６．体調不良、COVID-19 の感染疑いや濃厚接触者認定となった場合の連絡先・対応 

1) HPSC 利⽤中（合宿期間中など）に、体調不良が⽣じた場合 

  平⽇の 8:30〜17:00 であれば、HPSC スポーツメディカルセンターに連絡すること。無暗に移動等を
⾏わず、受診に関しては HPSC スポーツメディカルセンターの指⽰に従うこと。また、各 NF が作成す
るガイドラインに従い、当該体調不良者が触れたと思われる箇所を消毒し、COVID-19 の感染だった場
合を考慮し、合宿の⼀時中断あるいは中⽌の検討を⾏うこと。なお、平⽇の 8:30〜17:00 以外の時間帯、
及び⼟⽇祝⽇の場合は、東京都発熱相談センター等に連絡するとともに、HPSC 感染症対策窓⼝まで以
下の内容をメールすること。 

- 体調不良者の所属 NF 名／⽒名／性別／属性（アスリート・スタッフ等） 

- 体調不良の状況（発症⽇時、発熱〇℃、嘔吐あり等） 

- 受診先医療機関名称／医療機関での診断／PCR 検査等受検の状況 

- 体調不良者の発症時から本報告時までの経過（時系列） 

- 体調不良者と合同でトレーニングしていた者への対応状況（夜間のため特になし・合宿⼀時中⽌等） 

- 濃厚接触が疑われる者の所属 NF 名／⽒名／性別／属性（アスリート・スタッフ等）（濃厚接触が疑
われる者を推定し、その者の隔離を⾏う。） 

◆平⽇ 8:30〜17:00 HPSC スポーツメディカルセンター 03-5963-0211 
◇上記以外  東京都発熱相談センター  03-5320-4592 
    東京消防庁救急相談センター  #7119 
□HPSC 感染症対策窓⼝メールアドレス hpsc-ict@jpnsport.go.jp 
 

2) HPSC 利⽤中（合宿期間中など）に、COVID-19 の陽性者の濃厚接触者に認定された場合 

  HPSC 感染症対策窓⼝に連絡すること。また、各 NF が作成するガイドラインに従い、濃厚接触者が
触れたと思われる箇所を消毒し、COVID-19 に感染していた場合を考慮し、合宿の⼀時中断あるいは中
⽌の検討を⾏うこと。 

 

3) HPSC 利⽤中（合宿期間中など）に、COVID-19 の陽性者であることが判明した場合（HPSC 内検査
の場合を除く。） 

  HPSC 感染症対策窓⼝に連絡すること。また、各 NF が作成するガイドラインに従い合宿を⼀時中断
あるいは中⽌すること。 

〇全⽇ 8:30〜21:00 HPSC 感染症対策窓⼝    03-5963-0201 
 上記以外は、≪ＨＰＳＣ感染症対策窓⼝メールアドレス≫まで連絡。 
 

4) HPSC 利⽤後３⽇以内に、COVID-19 の陽性者及び濃厚接触者となった場合 

   ※この場合の報告すべき濃厚接触者は、陽性者との濃厚接触期間が HPSC 利⽤中も含まれると考え
られる場合。 
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  HPSC 感染症対策窓⼝に連絡すること。 

〇全⽇ 8:30〜21:00 HPSC 感染症対策窓⼝    03-5963-0201 
 上記以外は、≪ＨＰＳＣ感染症対策窓⼝メールアドレス≫まで連絡。 
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７．COVID-19 に関する情報開⽰ 

1) 情報開⽰に関する基本的な考え⽅ 

  HPSC において発⽣した COVID-19 の陽性者に関して、公表は原則として⾏わない。 

  ただし、感染拡⼤を防⽌する観点から、クラスター発⽣をはじめとした重⼤かつ社会的影響の⼤きな
事案が⽣じた場合など、公表が必要と判断した場合は、ニュースリリース、ウェブ掲載等により公表す
ることがある。 

公表に関しては、必要に応じて統括団体、NF、スポーツ庁と調整して公表することとし、公表内容は
最⼩限の範囲とする（以下「2)感染に関する発表の例」参照）。 

 

2) 感染に関する発表の例 

- 属性 

- 検査陽性判明⽇ 

- 経過（発症⽇、HPSC 最終利⽤⽇、発症 2 ⽇前からの HPSC 来館状況、検査⽇・結果判明⽇、現
在の状況など） 

- 濃厚接触者の有無（保健所等の⾒解）、近接者の健康状況 

- 関係者の状況を踏まえた対応（⾃宅待機の期間・範囲等） 

- 業務・練習の中断、施設の休⽌（⼀部・全部）等に関し必要な事項 

- 他のＮＦに対する影響の有無 

- 今後の対応について 

※ 原則として、陽性者や濃厚接触者等の⽒名については、プライバシーの保護の観点から公開し
ない。 

※ 上記に記載する全ての情報が確認できない場合であっても、感染拡⼤防⽌の観点から陽性者発
⽣の事実の公表を優先・迅速に⾏い、他の情報は判明し次第、順次続報を⾏う場合がある。 
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８．その他 

1) 陽性者について 

 陽性者の HPSC 利⽤可能⽇については、別紙 3 を参照すること。 

 

2) 濃厚接触者について 

濃厚接触者の定義等については、以下を参照されたい。 
 厚⽣労働省 HP（2023 年 1 ⽉ 20 ⽇現在）：  
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/dengue_fever_qa_00001.html#Q3-3 
 
※定義は変更される場合があるため、最新情報を厚⽣労働省 HP 等で確認することが求められる。  
※感染者の濃厚接触者と判定された場合、アスリートやアスリートと接触する者についての HPSC の利⽤

は原則として 8 ⽇⽬以降とする。濃厚接触者の HPSC 利⽤については、別紙 4 を参照すること。  
※HPSC では、⼆次感染のリスクを最⼩化させるため、関係者には、HPSC 利⽤時の⽣活、トレーニング、

移動などにおいて、濃厚接触を減らす⾏動が求められる。 
 

3) 感染リスクが⾼まる「5 つの場⾯」について 

  感染リスクが⾼まる「5 つの場⾯」については、以下を参照されたい。 

 内閣官房新型コロナウイルス感染症対策推進室 HP： 

https://corona.go.jp/proposal/ 

 

4) 新しい⽣活様式について 

新しい⽣活様式の実践例については、以下を参照されたい。 

 厚⽣労働省 HP： 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_newlifestyle.html 

 




